
水道事業の広域化に関する市民説明会 概要 【武石公民館】 

 

１ 開催概要 

開催日時 令和６年１２月 6 日（金） 19：00～20：40 

開催場所 武石公民館 コミュニティホール 

参加者 ２５名 

報道関係 １社 

 

２ 主な質疑応答 

No 項目 質問・意見等 回答 

１ 水源 武石地域にとって、下流の方で検討

されている広域化で、どのような影

響があるかが一番興味深い。 

上田市から、坂城町、千曲市、長

野市という流れに、上小地域も後で

合流することもあるように書かれ

ているが、水源を抱えている地域の

住民からすると、企業団に水源が押

さえられ、将来好きにできなくなる

のではという不安がある。 

千曲川や内村川、神川など、川から

取水する河川の表流水が約 8 割、残

り 2 割が湧水や地下水等で、山間地

や地域に密着した水源である。 

湧水水源等は、量的にも限りがあ

り、地域の皆様に提供するための大

事な水源であるため、引き続きしっ

かり守っていくというのが前提で

あり、水源の取扱いは基本的には新

たな企業団が管理することになる

が、地域の声を伺いながら今後の協

議に取り組んでいきたい。 

２ 事業者関係 広域化事業の中で、特に下流域では

管路の２重化という大きな事業が

あるが、上田の業者でも工事を受注

できるのか心配である。 

広域化した場合、補助期間である令

和 16 年度までは相当大きな事業費

が投資されることになる。工事につ

いては、工事期間を複数年での発注

や、発注規模を大きくするなどが考

えられるが、まず地元の業者が受注

できることが前提であり、管工事組

合や建設業組合などの工事関係者

と相談が必要と考えている。今後

も、地域の担い手を守っていくこと

を大前提として考えていきたい。 



３ 説明会全般 ・市民説明会は、広域化をやる前提

の説明会なのか。説明会の資料も、

広域化するのが一番いいといった

作り方にしか思えない。 

・各地で説明会が開催されると思う

が、説明会で出た意見は、上田長野

地域水道事業広域化協議会でどの

程度反映されるか。 

 

・これまで検討してきた内容をお知

らせするための説明会であり、皆様

のご意見等を聞き、判断することに

なるため、方向性は決まっていな

い。単独では対応困難な課題に対し

て、広域化を図ることが一つの有効

な手段と捉え説明に取り組んでい

る。 

・頂いたご意見等を参考に、まず上

田市として広域化をどうするか判

断していくことになるが、広域化協

議会へも意見の内容を伝えながら

協議をしていきたい。 

４ 人材育成 人が少なくなり、職員が高齢化して

いるというが、なぜ若い職員を育て

ないのか。 

人口減少社会の中で、今のサービス

水準を維持していくことは難しい

が、それを補完するために、例えば

民間の力を借りたとしても、管理監

督して指示ができる知識を持った

職員を少しでも育て、水道事業を守

っていきたいと考えている。  

また、広域化した場合、企業団採用

の職員は、企業団以外に異動するこ

とがないため、専門人材が育成でき

ることが可能であり、組織が守れる

と考えている。 

５ 水道料金 一月で 600 円ぐらいの値上が市民

にとって負担かどうかは誰が判断

したのか。広域化に対して市民が欲

しい情報は、広域化したら確かにす

ごい安くなります。でも、広域化し

なかった時は、負担はこれだけ上が

りますという情報で、そういうもの

を提示していただきたい。 

皆様に提供するサービスは、日常の

安全・安心な水をお届けするのも当

然ですが、水道料金というのも大き

なサービスだと捉えており、料金を

いかに抑制するか考えながら、日々

の業務に取り組んでいる。 

広域化協議会で実施した財政シミ

ュレーションにおいて、上田市の約

50 年後の水道料金が、1 ヶ月の使用

量を 20 ㎥とした場合、単独経営で

は一ヶ月約 7,900 円で、広域化した

場合は約 7,300 円となると試算さ

れ、 単独経営の場合は、広域化した

場合よりも 600 円ほど高くなる。 



６ 補助金・出資

金 

自分たちの子供、孫の時代のことを

考えて進めていかなければいけな

い。水道経営は独立採算制で使用料

収入がメインであるため、今の小さ

な器の中でやってくのではなく、 

大きな器の中で考えていかないと

かなり厳しいと思う。 

地域全体の財政等における主な効

果の中に、「補助金・出資金収入の

増」とあるが、出資金は市の一般会

計の繰入金を見込んでいるのか。 

事業費の 1/3 は国の補助金があり、

市の一般会計からも事業費の1/3を

上限に出資が可能となっている。 

広域化に取り組んだ場合は、国と上

田市などの一般会計から財政支援

として 2/3 の支援が受けられるた

め、水道料金の抑制につながると試

算された。 

７ 施設整備 ・水道事業は上から下までつながっ

て初めて機能する。完成して、水が

通って初めて機能するのではない

か。管路の２重化が完成するのは何

年後なのか。 

・染屋浄水場の水を塩田地域へ送れ

るのは 20 年先ということは、事業

は最低限 20 年かかる。元ゼネコン

職員の話では、国道 18 線に沿った

２重化事業は 10 年程度では終わら

ないと聞いている。今 500 億円と言

っているが、これも実際、倍の費用

がかかるのではとも言われている。

そのような指摘がある中で、本当に

10 年間で工事が終わるのか。 

・上田から長野までの送水管の２重

化については、合計で３５０億円程

度の事業を計上しているが、補助期

間で完了することを前提として考

えている。 

・２重化のルートは、現地確認を行

い、敷設可能なルートを確認してい

る。工法や発注方法等については、

地元業者とも相談して行うことに

なるが、この期間内に完了させるこ

とを前提としている。 

また、染屋浄水場の耐震化・更新は

54 億円を計上しているが、これは令

和 16 年までの補助対象事業費で、

それ以降も単独事業として工事は

継続して行う。 

８ 施設整備／

災害対策 

全体で 500 億円のうち二重化のた

めに 350 億円を使う計画になって

いるが、どういう意味があるのか分

からない。災害対策はいろいろある

が、武石地域も基幹管路が二重化さ

れているわけではない。 

共通の理念として、上田長野間全体

で災害に強く効率的で持続可能な

水道を目指そうということを考え

ている。管路二重化などの下流域で

計画する事業のほか、上田市内にお

いても、染屋浄水場の整備をはじ

め、他の地域に比べ遅れている施設

や管路の耐震化・更新などに相当の

事業費を計画しており、これらの事

業を含め上田長野間の地域全体で

負担することで考えている。 



９ 下水道分離 現在、上下水道事業として一体でや

っているので、広域化により、下水

道については今までより効率が落

ちるのではないか。広域化のスケー

ルメリットが全然つかめてこない。 

 

下水道事業を分離した場合、やはり

効率が落ちるというのはご指摘の

とおりである。この効率の低下をい

かに小さくするか考えていく必要

があり、上下水道業務の共通業務に

ついては企業団が一元的に受託す

ることができないかなど検討して

いるところである。 

 


